
CDSLテクニカルレポート
CDSL Technical Report

RaspberryPiを用いた室内監視システムの提案

大木 航平 1,a) 串田 高幸1

概要：今日, 多くの場所では人々に安全を提供するために, 閉回路テレビ（CCTV）監視システムが利用

されている. 監視カメラの導入にはコストが多くかかる問題が挙げられる. 本稿では,IoT デバイスとし

て,RaspberryPiを使用し,室内に設置した人感センサで人を検知した際に、Raspberry Piカメラで撮影後,

データ (室内の状況)をツール (slack)に送信し,確認できる安価な監視システムの提案をする.

1. はじめに

このテーマにした経緯について

入力装置（ビデオ━カメラ）から出力装置（モニター）ま

でが一体となった閉回路テレビ監視システム (closed circuit

television,以下 CCTV)は,今日の社会に不可欠なデバイス

となっている.スーパーマーケット,工場,病院,ホテル,学

校,および企業は,独自の CCTVを 24時間年中無休で監視

している.ビデオ監視システムには,画像が不明瞭である,

異常を自動的に特定できない,監視情報を保存するために

多くの保管スペースが必要である,価格が比較的高い欠陥

が存在する..その中から,本稿ではコストの面にフォーカ

スする.防犯カメラの設置費用は、設置費用含めて 1台あ

たり 10万円～が相場になっているが、映像確認用のモニ

ターやカメラの台数によっては 20万円～50万円ほどの費

用がかかる場合がある.本稿では RaspberryPiを用いた安

価な監視システムを提案する.

2. 関連研究

関連研究について下記に示す.

Nguyenらの論文 [1]では,デフォルトのプログラミング

環境としてPythonで記述されたモーション検出アルゴリズ

ムに従うシングルボードコンピューターである Raspberry

Piに基づく低コストのシステム監視の設計と実装について

説明している.さらに、システムはモーション検出アルゴ

リズムを使用して、ストレージ使用量を大幅に削減し、投

資コストを節約できる.モーション検出のアルゴリズムは、

Raspberry Piに実装されており,ライブストリーミングカ

メラと動きの検出を可能にしている.
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Salihらの論文 [2]では,Raspberry piマイコンの使用は,

今日,許容可能なソフトウェア機能と手頃な機能を必要と

するさまざまなアプリケーションやプロジェクトで急速に

増加していることが述べられている.Raspberry piアプリ

ケーションの 1つは,ビデオサーバーとして使用すること

である.リアルタイムビデオサーバーは,監視や,一方的な

教育会議で使用される.この論文では,Raspberry piプログ

ラミングおよび制御機能を使用して,組み込み LANライブ

リアルタイムビデオ/オーディオストリームサーバーを設

計している.

Kumarらの論文 [3]では,包括的で継続的なホームセキュ

リティフレームワークの作成と実行に焦点を当てている。

このホームセキュリティフレームワークは Raspberry pi

と呼ばれ、,Harカスケードを使用した CVを開く.このガ

ジェットは,開発を確認し,クライアントダッシュボードで

警告を送信できる.

Rohadiらの論文 [4]では,部屋のセキュリティシステム

にはリモートモニタリングが必要であると述べられている.

その実装の 1つは、スマートフォンまたはラップトップから

アクセスできるWebを使用することである.また,Webサー

バーを実現するには、低消費電力デバイスとして raspberry

piが必要である.IoTシステム（モノのインターネット）に

基づいたローカルネットワークを監視するシステムを提案

している.

Menezesらの論文 [5]では,今日,セキュリティ上の理由

から、監視が非常に重要になっており,住宅地,政府機関,

商業施設,学校や病院,産業,銀行,その他の厳しい屋内お

よび屋外環境では,非常に高価なハイエンドの監視システ

ムが必要であることが述べられている.監視のためのモー

ション検出および追跡システムを提案している.提案された

システムでは,Raspberry Piと SimpleCVを使用したコン

ピュータービジョンを使用して,監視エリア内の移動オブ
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ジェクトを検出し,ライトをオンにして画像をキャプチャ

し,MPJG Streamerを使用してオンラインでカメラフィー

ドのストリーミングを可能にしている.

Princyらの論文 [6]ではプライベートクラウドサーバー

を Raspberry Piにセットアップして,リアルタイム信号を

含むアプリケーションのストレージデバイスとして使用で

きる.Raspberry Piは,特定のクラウドベンダーが提供する

クラウドプラットフォームを使用してクラウドコンピュー

ティングインフラストラクチャを取得できる、より安価な

マイクロプロセッサである.環境要因を測定するセンサー

によって取得されるリアルタイム信号は,本質的にアナロ

グである.Arduinoなどのマイクロコントローラーまたはア

ナログからデジタルへのコンバーターを使用して,これら

のアナログ信号を離散化し,Raspberry Piにシリアルで送

信できます.したがって,Raspberry Piは,リアルタイムア

プリケーションのストレージデバイスとして機能するクラ

ウドサーバーとして使用できる.

3. 提案

研究テーマの内容や構成図をここに載せる今回の提案

は,HC-SR501人体赤外線感応モジュールで,人体を検知し

たときに,RaspberryPi camera で写真を撮影し, その写真

を Slackに送信するシステムである. 本稿のソフトウェア

の構成図を図 1に示す.

　図 1:ソフトウェア構成図

4. 実験

人体を検知したら,写真を撮影するプログラムをソース

コード 1に示す．図 2にソースコード monitoring.pyの実

行後,ローカルのWebサーバーを建て、画像が取得できて

いることを確認できた結果を示す.

ソースコード 1 monitoring.py

1 import time

2 import picamera

3 import RPi.GPIO as GPIO

4

5 INTERVAL = 5

6

7 SLEEPTIME = 1

8

9 GPIO_PIN = 18

10

11 GPIO.setmode(GPIO.BCM)

12 GPIO.setup(GPIO_PIN ,GPIO.IN)

13

14 if __name__ == ’__main__ ’:

15 try:

16 print("処理キャンセルはCTRL+C")

17 while True:

18 if(GPIO.input(GPIO_PIN) == GPIO.HIGH):

19 with picamera.PiCamera () as camera

:

20 camera.resolution = (1024 ,768)

21 camera.brightness = 70

22 camera.capture(’capture.jpg’)

23 else:

24 time.sleep(INTERVAL)

25 except KeyboardInterrupt:

26 print("全処理終了")

27 finally:

28 GPIO.cleanup ()

　図 2:monitoring.py 実行結果

5. 評価

設置はネットワークに接続できる環境に限られるが,一

般的な監視システムの費用が 10 万円からなのに対して,

実装に用いた RaspberryPi zero が約 600 円,RaspberryPi

cameraが約 3000円,HC-SR501人体赤外線感応モジュー

ルが約 200円と低コストで監視システムを導入できる.

6. おわりに

現状,このシステムは Slackにデータを送信する処理が

実装できていない為,未完成である.実装後,他の監視シス

テムと比較し,このシステムの有用性を追求していきたい.
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